
事業概要シート
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【事業の目的・概要・対象】

【背景】
　介護保険制度が開始され、介護予防推進のため市が指定する天然温泉の入浴設備を有する施設を利用し
た交流の場を提供し、天然温泉の入浴効果によって疾病及び要介護化を予防することを目的として開始さ
れた。

１）目的
　市が指定する天然温泉の入浴設備を有する施設を利用した交流の場を提供するとともに、天然温泉の入
浴効果によって疾病及び要介護化を予防することにより、心身の健康保持を図り、高齢者の生きがい活動
を支援することを目的とする。

２）概要
　申請を行い、市が発行する会員証を有した大村市在住の65歳以上高齢者は、市が指定する温泉施設を週3
回（平日のみ）を限定として1回155円助成する。

３）対象
　市内に住所を有する65歳以上の者

施策 0602
高齢者の生きがいづくりと介
護予防の推進

≪≫の金額 補正予算要求時…当初・繰越予算の合計額
　　　　　 新年度予算要求時…当初・繰越・補正予算の合計額

事業名 高齢者リフレッシュ事業 現状維持 予算額

事業期間 平成16年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

大村市高齢者リフレッシュ事業実施要綱

担当課 福祉保健部　長寿介護課 課長 前川　靖彦

担当者 塚原　麻衣 問合せ先 0957-53-8141（内線203）

地方債 千円
その他 千円
一般財源 9,876 千円

9,876 千円

9,477 ≫千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

評価調整
委員会評価

妥当性
(市の関与)

温泉を利用した健康増進サービスを実施している多くの自治体においては、温泉療法の効果
が実証され、老人医療費の抑制に実績を上げており、積極的に推進していく必要がある。

有効性
(施策貢献度)

医療費の抑制に効果があり、本事業においても疾病、要介護化の予防策の観点からも効果が
見られる。

効率性
(コスト)

民間の天然温泉施設の活用をすることにより行政側としてのランニングコストは皆無であ
り、削減の余地はない。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり

嘱託員(人) 0.00人
フルコスト 9,800 10,213 10,628 11,027 11,027 11,027 63,722

職員(人) 0.08人 0.09人 0.15人 0.15人 0.15人 0.15人 0.77人
時間外勤務(h) 8h 50h 30h 30h 30h 30h 178h

一般財源 7,994 8,252 9,477 9,876 9,876 9,876 55,351
人件費 598 754 1,151 1,151 1,151 1,151 5,956

地方債 0
その他 1,208 1,207 2,415

国庫支出金 0
県支出金 0

年度 H28 H29 H30 H31 H32 H33 合計
事業費 9,202 9,459 9,477 9,876 9,876 9,876 57,766

目標値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

リフレッシュ事業利用者数 目標値 人 58,920 60,495 60,473 63,082 63,082

リフレッシュ倶楽部会員数 目標値 人 4,414 4,222 4,593 4,139 4,139

目標値

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)


